発刊にあたって
CI-NET標準ビジネスプロトコルは、建設産業におけるEDI標準であるCI-NETについて最も基本的な規約を定めたものである。規約には情報伝達規約、情報表現規約、業務運用規約、取引基本規約の４つがあり、CI-NETにより電子データ交換を行おうとする場合は、これらに準拠する必要がある。
CI-NET標準ビジネスプロトコルは、平成3年7月に財団法人建設業振興基金　建設産業情報化推進センター（平成4年3月までは「建設産業情報ネットワーク推進協議会」）からVer.1.0が発行された。それ以降、平成5年1月にVer.1.1、平成6年11月にVer.1.2、平成10年12月にVer.1.3、平成15年3月にVer.1.4が発行されている。この間、各種標準メッセージの追加や、取引基本規約および業務運用規約モデルの組み込みなど、整備を順次進めてきた。
Ver.1.4発行以降も、改善のための努力がなされており、今回は以下の標準メッセージおよびデータ項目の追加などを行い、Ver1.5を発刊する。
・標準メッセージの追加
2種
・データ項目の追加
40種
・標準データコードの追加
2種
なお、今回はこれらの追加とともに、通信環境の変化を踏まえてVANに関する記述の削除など、必要な修正も行っている。
また、CI-NETでは本書のほかに、実際の業務に則してより詳細な取り決めを策定している実装規約などがある。CI-NETについてより具体的に内容を理解したい場合、ならびにシステムを開発する場合は、そちらも参照されたい。
発行にあたり、ご協力いただいた会員企業、団体の委員各位、ならびにご指導を賜った国土交通省、（財）日本情報処理開発協会の各位に心から感謝の意を表する。
平成21年5月
財団法人　建設業振興基金
建設産業情報化推進センター
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